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（1944年７月26日生まれ）

＜学歴＞

1968年３月　早稲田大学教育学部理学科生物学専修卒業

1973年３月　東京大学大学院医学研究科修士課程修了

1976年３月　東京大学大学院医学系研究科博士後期課程修了

1976年３月　保健学博士（東京大学）

＜職歴＞

1968年４月　順天堂大学医学部助手

1971年４月　順天堂大学医学部助手を休職（国内留学）・嘱託

1976年３月　大学院を修了し復職、順天堂大学医学部専任講師

1976年８月　国立公害研究所環境保健部研究員

1980年３月　国立公害研究所環境保健部主任研究員

1980年４月　大分医科大学（現大分大学）医学部助教授、

1984年４月　大分医科大学大学院医学研究科博士課程助教授

1987年５月　New York Medical College Visiting Professor（文部省在外研究員、～ '88. ３）

1988年４月　早稲田大学人間科学部教授

1991年４月　早稲田大学大学院修士課程教授、93年４月同博士課程教授

＜研究経歴＞

順天堂大大学：衛生学（主に環境生理）、大学院：感染症の疫学、微量元素の生体影響、国立環境研究所：

微量元素の代謝実験、鉱山地域の微量元素の生体影響、大分医科大学：無医地区の健康管理、非 A非B

肝炎の疫学調査、微量元素及びミネラルの生態影響(動物実験)、早稲田大学：飲料水の健康に与える影

響－河川水と水道水の比較研究(水質検査)、適度な運動習慣とストレスの好中球機能及びNK細胞に与え

る影響（動物実験、高齢者調査）、健康福祉医療政策

＜所属学会＞
日本衛生学会（評議員：1983年～現在）

日本公衆衛生学会（評議員：1990～1993）

日本体力医学会（評議員：1990年～現在）

日本産業衛生学会

日本栄養食糧学会

日本生気象学会（評議員：1990年～現在）

日本微量元素学会

日本予防医学リスクマネージメント学会（理事：2001年～現在）

日本産業ストレス学会

退職教員プロフィール
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日本民族衛生学会（評議員：1991年～現在）

日本疫学会（評議員・1994年～2008年）

体力・栄養・免疫学会（監事・1997年～2009年、会長・2009年～2014）

日本レーザースポーツ医学会（評議員・1997年～2005年）

日本マインドフルライフ協会(副理事長・2012～現在) 

＜その他（受賞学術賞　等）＞

2001年　第１回体力栄養免疫学会賞
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